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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は核タンパク質であり、ミトコンドリア内膜へ輸送されます。コードされているタンパク質は、カルニチンパルミトイルトランスフェラーゼIと共に、ミトコンドリア内で長鎖脂肪酸を酸化します。この遺伝子の欠陥は、ミトコンドリア長鎖脂肪酸（LCFA）酸化障害と関連しています。蓄積されたアシルCoA代謝物からのアシルカルニチンのミトコンドリア内合成に関与しています（PubMed:20538056、PubMed:24780397）。アシルカルニチンをそれぞれのアシルCoAエステルに再変換し、その後β酸化を受けます。これは、ミトコンドリアによる長鎖脂肪酸の取り込みと、それに続くミトコンドリア内でのβ酸化に不可欠なステップです。中鎖（C8-C12）および長鎖（C14-C18）アシルCoAエステルと活性があります（PubMed:20538056）。
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	MCF-7 細胞溶解物における CPT2 発現のウェスタン ブロット分析。

